
４．方法論の確立に向けて
環境ものさしの要件は，「①活動の効果との相関が客観的に示され，かつ②市民の

活動意欲につながるもの」と考えられる。現在，滋賀県を対象に各地で環境ものさし
を見つける取り組みを進めている。各要件に対して以下のことが示唆される。
• ①：科学的知見を市民が利用しやすい形で公開する必要がある。また，事例で示
した通り，運用の過程で明らかになっていく科学的知見も少なくない。順応的な
実践研究を前提とした協働が望ましい。

• ②：地域の保全活動の背景を市民が掘り起こし気づきを得るには外部者のサポー
トも有効であり，外部からの評価もプラスに働く。

３．湿田再生活動における実践研究
滋賀県甲賀市小佐治地区において，湿田

再生の取り組み（水田内水路，冬季湛水）
を事例として3年間の実践研究を行った。
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１．背景・課題
• 生活スタイルの変化に由来する緩やかな環境荒廃が各
地で課題に
（例：生物多様性の危機の1つ，アンダーユース）

• この解決手段として，地域で活動する市民団体や環境
保全型農業，民間企業のCSRなど「地域に根差した小
さな環境再生」の取り組みが重要に

• しかし，小規模な活動ゆえに継続のための課題が山積
（淺野ほか2010，山下2013）

• 生物指標への注目：環境の測定のための汚水生物系列
（津田1964），希少性の高さから地域のシンボルにな
る「環境アイコン（佐藤2008）」などがあり，生物学の
分野では個々の生態学的知見の蓄積が進んできた

• しかし，アイコン不在であっても重要な保全活動が多
く存在し， 「〇〇のための保全」ではなく「保全の
効果を示す△△」の普及が求められる

２．目的
• 保全活動の自律評価，他者と保全効果を共有するためのツールとして市民が活用できる
生物指標「地域の環境ものさし」を提案

• 実践研究の報告と事例から，普及の方策を探ることを目的とする。

市民が活用できる生物指標「地域の環境ものさし」の提案
―環境保全活動の自律評価と継続に向けて―

淺野悟史（滋賀県琵琶湖環境科学研究センター）

ま と め
• 地域レベルの環境保全活動の当事者が，自らの活動の成果を自律評価し保全活動を順応的に継続するための
支援ツールとして，「地域の環境ものさし」を提案する

• 湿田再生の事例では環境改変前の住民の記憶にある生物の中で保全活動の成果と親和性の高い生物を選び，
モニタリングすることで保全活動の促進が起こった

• 地域の環境ものさしを普及させるには市民の科学的知見へのアクセスや外部からの評価が有効である

「地域の環境ものさし」とは

• 環境の状況や保全活動の
成果を当事者自らが測り，
把握し，保全の方法を試
行錯誤し再生活動を順応
的に変化させていくため
のツール（奥田ほか2017）

• その先に保全の意欲や関
心が向上したりこれまで
関心のなかった層まで再
生活動が広がるといった
波及効果を期待（図1）

• 生物学的希少性や固有性
ではなく地域の特徴や保
全の内容に合致するもの

4.保全活動の継続と発展

1.保全活動の実施

2.環境の改善

3.有効性感覚

5.さらなる環境の改善
（期待される効果）

環境ものさし

図1 環境ものさしによる
保全活動の発展（仮説）

2016度2～3月
• 湿田再生活動の実施
• ニホンアカガエルの卵塊調査

2016年
• 湿田再生活動が卵塊数を規定

することを報告(Asano et al. 
2016)

• アカガエルをシンボルとした
保全活動の呼びかけ
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単位
（a)

2015年
• 地域の環境保全活動を「冬季

の湿田再生」と定め，圃場整
備前の様子の聞き描きや記憶
の中の生物の掘り起こし

• ものさし候補をニホンアカガ
エルに

図2 ものさし選びのプロセスと
冬季湛水面積(a)の変化

地理的加重回帰分析（従属変数：卵塊数）

• 湿地率が相対的に広い範囲で正の影響

湿地率

山あい 面積
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単位
（a)

R² = 0.2148
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2017年6月
• 水田内水路や田面の

5m区間をタモ網で
採集調査

• 2017年2～3月の卵
塊数と水生生物の多
様度（H’）*1が相関

2017年2～3月
• 冬季湛水面積：5.1倍に
• 産卵された水田：134筆

→185筆に増加
• 卵数も増加（個体数増加では

なく産卵適地が増加）
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不明

滋賀県の
先進地視察対象に
（2017年2月）ニホンアカガエル

• 林に接した水田に2～3月に産卵
• 1頭の♀が1つの卵塊をつくる

（Marunouchi et al. 2002）
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アカガエルの保全に効果あり！ アカガエルだけではない！

調整R2=0.698

GWRの係数（3変数）

注
1 Shannon指数H’

𝐻′ = −

𝑖=1

𝑆

𝑝𝑖ln𝑝𝑖
2 𝑝𝑖は種𝑖の個体数が群集の全個体に

占める割合


